
行政DXの推進で使いやすい行政サービス

　地域生活を支える行政サービスを誰もが適切に受けることができるよう、デジタル技術の進展を踏まえた行政DXの推進を図ります。
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方向性6 【よい行政】町民の「よく生きる」を支える町行政

分類 6-1

現状と課題 施策実施方針 主な事業

① 少子高齢化や外国人居住者の増加、社会のデジタ
ル化の進行など、社会が多様化し高度化する中で、
行政に対するニーズも変化しています。町民の暮
らしを支えるためには、こうした変化に適応した
便利で効率的な行政サービスが求められていま
す。

行政ニーズの変化に対し、デジタル技術を有効に活用するこ
とで、さらなる町民サービスの向上を目指して、書かない窓
口（オンライン申請含む）によるフロントヤード改革や、電子
契約などの行政手続きのオンライン化を引き続き推進しま
す。また、デジタルデバイド対策にも取り組むことで、誰もが
取り残されない、町民が「よく生きる」ための支援を行いま
す。関係機関とも連携して、適切な対応を進めます。

町村情報システム共同運営事業
情報管理事業
総合行政ネットワーク事業
各種証明書発行等窓口事業
番号制度管理事業

施策１　町民サービスの質の向上

現状と課題 施策実施方針 主な事業

① 町民や地域の企業・団体が協力してまちづくりを
進めるためには、行政の取り組みについて適切に
情報を発信し、相互理解を深めることが重要です。
デジタル技術の進展により、町民が情報を得る方
法は多様化していますが、便利な一方で個人情報
の管理や情報セキュリティの確保も大切です。

町民が必要な行政サービスをより良く活用できるよう、行政
の透明性を高めて信頼を向上させるために、広報誌やホー
ムページ、SNSなどさまざまな情報媒体を通じて情報を発
信します。また、町民の声を政策へ反映させるために、直接
対話する機会を設けます。
町民に町への誇りや愛着を持ってもらえるよう、町の魅力
を町内外に発信するシティプロモーションを充実させ、町の
知名度やイメージを向上させるよう努めます。町の情報ネッ
トワークシステムのセキュリティを強化するため、セキュリ
ティポリシーを遵守した対策を講じます。

広報広聴事業
シティプロモーション事業
情報公開・個人情報保護事業
議会広報事業
選挙啓発事業

施策2　情報発信・シティプロモーションの充実

中井町行政改革大綱
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関係する個別計画

中井町デジタル・トランスフォーメーション
（DX）推進計画

関連する地方創生2.0基本構想の政策の５本柱

（１）安心して働き、暮らせる地方の生活環境の
創生
（４）新時代のインフラ整備とＡＩ・デジタルなど
の新技術の徹底活用
（５）広域リージョン連携

幸せ指標
現状値

（2025年度）
目標値

（2030年度）

Well-Being
実感指標

中井町の人は困ったときに助けてくれ
ると感じる

3.45 3.49

施策指標

安心感、信頼感のある行政サービスを
行う

3.18 3.35

開かれた町政の推進を図る 3.16 3.39

施策目標

出典：中井町民Well-Being意識調査

幸福なまちづくりを進めるために

町民は、行政による様々なサービスの提供や情報発信を活用し、協働によるまちづくりに取り組むことが望まれます。
事業者は、行政によるデジタルによるサービス提供を踏まえ、デジタルを活用した効率的な申請・契約等を実施し、生産性向上に取り組むこと
ができるよう事業者におけるデジタル活用を推進することが望まれます。
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まちを支える魅力ある行政組織の実現

　町民に信頼され、魅力ある行政組織を実現するため、デジタル技術の導入等を通じた行政事務の効率化や行政職員の能力向上に向けた研修等によ

る人材育成に取り組み、職員のスキルアップ及びマインドアップを図ります。
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分類 6-2

現状と課題 施策実施方針 主な事業

① 現代の社会課題は、変化するスピードが速く、複
雑化しています。そのため、行政はこれらに対応
できるサービスを提供する能力が求められていま
す。町民向けのデジタルサービスを実現するには、
行政事務の効率化を図り組織全体の能力向上が
必要です。

人口減少に伴う労働力人口の減少により、今後、一層行政
職員の減少が懸念されます。より良い行政サービスを持続
的に提供するためには、デジタル化による効率化が不可欠
です。具体的には、生成AIの活用、電子決裁の導入や大型モ
ニターの活用による会議運営方法の見直しなどペーパーレ
ス化の推進に加え、フロントヤード改革を含むオフィス改革
など、デジタル化をベースとした執務環境の整備を進めます。
これらのデジタル化を進めるためには、職員全体のデジタル
リテラシーやスキルを向上させる必要があるため、デジタル
人材の育成と確保に取り組みます。

文書決裁の効率化、業務システム導入
事業
デジタル人材の育成・採用事業
例規整備事業
統計事業

施策１　行政事務・公共施設の効率化

方向性6 【よい行政】町民の「よく生きる」を支える町行政中井町行政改革大綱

現状と課題 施策実施方針 主な事業

① 町民により良いサービスを提供するためには、職
務環境の充実と職員一人ひとりが地域のために
働くという意識を持つことが重要です。しかし、行
政がスリム化され、社会環境が変化する中で、職
員の事務負担は増加する一方、職員数は横ばい
傾向となっています。このため、行政に対する
ニーズが多様化する中で、職員が生き生きと働け
る職場環境を整えることが、本町のWell-Being
向上に必要不可欠です。

職員数の減少や権限移譲による事務負担の増加、デジタル
化の進展などで、職員に必要な能力も変化しています。これ
に対応するため、職員へデジタル技術に関する研修を行い、
職員の能力向上を図るとともに、職場の魅力の発信や処遇
改善等を通し、人材を確保する取組も進めます。
また、庁舎や公共施設は老朽化が進んでおり、執務環境が
悪化しています。そのため、デジタル化への移行を進め、庁
舎のレイアウト改善を検討します。これにより、現代の働き
方に合ったより良い執務環境を実現します。

人事管理事業
人事評価事業
職員人材育成事業
執務環境の整備事業
庁舎管理事業

施策2　職員のWell-Beingの向上
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関係する個別計画

中井町デジタル・トランスフォーメーション
（DX）推進計画
人材育成基本方針

関連する地方創生2.0基本構想の政策の５本柱

（１）安心して働き、暮らせる地方の生活環境の
創生
（２）稼ぐ力を高め、付加価値創出型の新しい地
方経済の創生～地方イノベーション創生構想～
（３）人や企業の地方分散～産官学の地方移転、
都市と地方の交流等による創生～
（４）新時代のインフラ整備とＡＩ・デジタルなど
の新技術の徹底活用
（５）広域リージョン連携

幸せ指標
現状値

（2025年度）
目標値

（2030年度）

Well-Being
実感指標

中井町の人は、あなたの意見や考え方
を理解し受け入れてくれる

3.20 3.25

施策指標

行政事務や公共施設の効率化へ取組
む

2.87 3.07

地域のために生き生きと働く中井町役
場の職員となる

2.85 3.12

施策目標

出典：中井町民Well-Being意識調査

幸福なまちづくりを進めるために

町民は、行政との協働によるまちづくりに向け、行政サービスの変化や制度変更に対する理解、行政サービスの改善につながる建設的な対話
などに貢献することが望まれます。
事業者は、同様に町の発展・活性化に向けた協創パートナーとして、行政サービスや制度変更に対する理解に加え、公民連携によるまちづくり
への積極的な参画・関与が望まれます。
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適切な行政資源・財産の運用管理

　行政が保有する施設は地域にとって必要不可欠なものであり、人口減少等を想定しつつ、適切な管理・運営を行う必要があることから、中長期の見通

しを踏まえ、公共施設等管理計画に基づく公共施設の適正化を図るとともに、絶えざる行財政改革を推進し適切な資産・財産の管理を実施します。
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分類 6-3

現状と課題 施策実施方針 主な事業

① 町内の多くの公共施設は建設から一定年数が経
過し、老朽化が進んでいます。また、今後町民が
減少することが予測され、財政上の課題も抱えて
います。そのため、中長期的に適切な行財政運営
をより一層進める必要があります。
また、町民ニーズの多様化や生活圏の広域化、人
口減少、少子高齢化、厳しい財政状況といった本
町が直面する課題に対応するため、行財政の効率
化を図るとともに、単独では難しい事務を広域連
携で推進し、効率的かつ総合的な行政サービスを
提供することが求められています。

老朽化が進む公共施設について、長寿命化のための改修な
ど、中長期的な行財政運営に基づいた、適切な管理を実施
し、町民が利用しやすく、職員が働きやすい環境を整えるこ
とで、町民サービスの充実を図ります。
本町が直面している課題へ対応するため、施策の客観的な
評価や、評価に基づく政策立案・予算配分や見直しを行うな
ど、行政運営の継続的な改善と効率化を図ります。また、広
域連携を強化することで、広範な社会課題への対応、住民
サービスの維持・向上を図ります。
あわせて、安定した財源を確保するため、町税の収納率の向
上や法人町民税の超過課税を引き続き実施することで、行
財政の透明性と健全性を高め、持続的な運営を目指します。

行政評価事業
財政運営事業
町有施設等の運営・管理事業
広域行政事業
税収等歳入管理事業

施策１　行財政運営の最適化

方向性6 【よい行政】町民の「よく生きる」を支える町行政中井町行政改革大綱
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関係する個別計画

中井町公共施設等総合管理計画
中井町公共施設長寿命化計画

関連する地方創生2.0基本構想の政策の５本柱

（１）安心して働き、暮らせる地方の生活環境の
創生
（２）稼ぐ力を高め、付加価値創出型の新しい地
方経済の創生～地方イノベーション創生構想～
（３）人や企業の地方分散～産官学の地方移転、
都市と地方の交流等による創生～
（４）新時代のインフラ整備とＡＩ・デジタルなど
の新技術の徹底活用
（５）広域リージョン連携

幸せ指標
現状値

（2025年度）
目標値

（2030年度）

Well-Being
実感指標

中井町は暮らしやすい生活環境である
と感じている

3.20 3.37

施策指標
地域社会の発展に向けて適切な行財政
の管理を行う

3.03 3.25

施策目標

出典：中井町民Well-Being意識調査

幸福なまちづくりを進めるために

町民は、一人ひとりが地域の一員であることを理解し、行財政に関する状況を踏まえた地域経営の視点を持ち、地域課題に向けて積極的に行
政とともに協創していくことが望まれます。
事業者は、地域に根差した事業活動が地域経済や雇用の確保に重要であることを踏まえた適切な納税・公正な取引の実施や、地域密着型事
業の実施による地域貢献が望まれます。
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行政改革について

　社会情勢は急速に変化しており、本町の環境も日々変化し続けています。このような状況の中で、町民が幸福を感じられるまちを実現するためには、

少子高齢化やデジタル化などに対応し、変わる行政ニーズに的確に応じる体制が必要です。今後も中長期的に健全な財政基盤を築き、行政サービス

の質とコストの適正化を両立させた持続可能なまちづくりを進めるために、行政改革に取り組んでいきます。

（１）中井町の財政状況

　本町では、効率的な行財政運営を目指して、防災対策・消防体制の充実、生活環境の向上、子どもの教育環境の充実、子育て・子育ち支援の充実な

ど様々な町民サービスを提供しながら財政改善に取り組んできました。

　人口1人当たりの歳入と歳出については、神奈川県内の他の自治体と比べて、歳出は同程度、歳入は平均を上回る状況です。このため、本町は他の

自治体と比べて同等の行政サービスを提供できていると判断できます。

　地方公共団体の一般財源に対する公債費の割合を示す「実質公債費比率」について、2010年代には神奈川県内の他の自治体と比べて高い割合で

した。しかし、着実な財政改善に取り組んだ結果、2017年以降は大幅に改善し、2023年には0％となりました。これにより、公債費の負担はなくな

り、健全な財政運営が実現しています。また、年度間の財源の不均衡を調整するための「財政調整基金」の残高も、新型コロナウイルスの影響を受け

てさまざまな対策を講じたものの増加しています。これにより、災害や感染症などの予期しない事態に対する備えとして、十分な積み立てができて

います。

　地方公共団体の財政力を示す「財政力指数」については、安定した歳入・歳出の状況や公債費負担の軽減に取り組むことで、神奈川県内の他の自治

体と比べて非常に高い水準を維持しています。これは、本町の財政運営が安定していることを示しています。

　しかし、今後は更なる人口減少や少子高齢化に加え、公共施設の老朽化に対応するための施設更新にかかる費用が予想されます。これらは本町の

行財政運営に影響を与える可能性が高いため、緊張感を持った財政運営が重要です。引き続き、町民が幸福を感じられるまちづくりを実現するため

に、適切な行政運営に努める必要があります。

73

中井町行政改革大綱
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（２）行政改革に向けた取組

　町民が幸福を感じられる持続可能なまちづくりを実現するために必要な行政改革の施策として、以下の事項に取り組みます。これらの取組を進め

ることで、町民サービスの質を向上させ、効率的で効果的な行政運営を図ります。また、本大綱は第七次総合計画前期基本計画の確実な推進を目的

とし、総合計画と一体的な指針として位置付けます。

①　行政DXの推進で使いやすい行政サービス

　　施策１：町民サービスの質の向上

　社会でのデジタル導入が進む中、誰一人取り残さない行政サービスを提供するために、町民や企業による申請などのデジタル化を推進します。

また、多様化する町民のニーズに応えるために相談体制を充実させ、町民が「よく生きる」を支えるために関係機関と連携して適切な対応を行

います。

　　施策２：情報発信・シティプロモーションの充実

　町民の「よく生きる」を支えるための必要な行政サービスが利用され、また、行政の透明性を高めることで信頼を向上させるために、様々な情

報媒体を活用して町内外に情報を発信します。また、「近き者悦び　遠き者来る5」を実現するための、町民の「よく生きる」の状況を町外に向け

て発信するために、町民と協力したシティプロモーションを強化し、町の知名度とイメージを向上させる努力をします。これに加え、これらの取り

組みに必要なセキュリティを確保するため、セキュリティポリシーを遵守し、対策を強化します。

②　まちを支える魅力ある行政組織の実現

　　施策１：行政事務・公共施設の効率化

　人口減少・少子高齢化の進展や行政のスリム化に伴い、行政職員が減少しています。このため、申請処理や行政文書管理のデジタル化を進め、

ペーパーレス化やデータ管理に取り組みます。また、庁舎のDXの推進や職場環境の改善を通じて、町民が利用しやすく、職員が働きやすい職場

を作ります。これにより、災害時にも必要な機能を維持できる環境を整えます。

　さらに、人口に関する統計データなどを通じて行政の透明性を確保し、データを基にした事業活動を推進するため、県と連携して積極的に

オープンデータ化を進めます。デジタル化に合わせて、デジタルトランスフォーメーション（DX）の人材を確保し、育成することにも取り組みます。
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5 『論語』の中の孔子の言葉で、身近な人々を喜ばせ、満足させることができれば、その評判を聞いて遠くの人々も自然と集まってくるという意味。
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　　施策２：職員のWell-Beingの向上

　より良い行政サービスを提供するため、職員に対するデジタル技術などに関する能力向上のための研修などを実施するとともに、個々の能

力向上による職員のWell-Beingを高め、中井町役場を魅力ある職場として情報発信等を通じて人材確保に取り組みます。

　また、庁舎を中心とした公共施設は老朽化等への対応として、ネットワークの無線化やオンライン会議が可能な環境の整備等の庁舎レイアウト

の改善などを検討し、現代の働き方に合わせた執務環境の改善に取り組みます。

③　適切な行政資源・財産の運用管理

　　施策１：行財政運営の最適化

　町役場庁舎は行政サービスの拠点であり、老朽化への対応や町民サービスの充実、職員の働きやすさを考慮して必要な改修を行います。ま

た、その他の公共施設についても長寿命化を目指した改修を検討し、中長期的な行財政運営の合理化を進めます。

（３）行政評価の実施

　行政運営の透明性を確保するためには、行政の活動を客観的に評価することが重要です。この統一的で客観的な評価結果を次の政策や施策に反

映させることで、町にとって効果的な取り組みを継続的に改善していきます。

　第七次中井町総合計画の前期基本計画では、Well-Being実感指標と施策指標を各施策の目標として設定しています。これらの指標を継続的に

モニタリングするため、町民アンケート調査を毎年実施し、指標の変化を確認します。このプロセスを通じて、実際に町民の幸福感を向上させる事業

が実施できているかを評価する体制・仕組みを整え、行政評価を実行し、行政改革を進めていきます。
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第七次中井町総合計画と行政評価の関係

基本構想
将来像

基本計画
方向性・施策

実施計画
各事業

第七次中井町総合計画

施策

事務事業

行政評価

反映

進捗管理
政策 • 「将来像」に関する目標（KGI）に対する評価

• ６つの「方向性」に関する目標（KPI）に対する評価

中井町の行政における基本的な方針

• 「大分類」及び「施策」に関する目標に対する評価

政策を実現するための具体的な方策

• 事務事業ごとに定める目標に対する評価

施策を実現するための個々の取組

行政評価のフロー

町民アンケート
Well-Being実感指標・施策指標に対する

町民意見の把握

事務事業評価
個々の事務事業に対する評価

政策・施策評価
町民アンケートの結果を踏まえた

政策・施策に対する評価

翌年度事業への反映
政策・施策評価結果を翌年度事業に反映

将来像の実現
• 毎年春から夏頃に町民に対してアンケートを実施
• 幸福実感等に関する町民の声を把握

• 担当課において前年度に実施した事務事業につい
て、自己評価を実施

• 町民アンケートを踏まえて、方向性・施策に定めた
Well-Being実感指標及び施策指標の達成状況
を評価

• 担当課において、事務事業による各指標への寄与
の状況など、改善策等に関して自己評価を実施

• 庁内の評価会議及び町民参加による第三者評価
を実施

• 事務事業評価及び政策・施策評価を踏まえて、
評価結果を翌年度事業に反映

毎年、アンケート・評価・事業への反映を実施


